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　　　　　　　　　　　　　コンピュータの印象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人数の割合
　　　　　　　　　　Oりら　　筆095　2095　3095　40％　　50％　　60％　　7θ％
　　　興味を持ったので、これから使っていきたい
　　　　興味はあるが、あまり使いたくない1
獅㎜驚撫劇　口目1
　　　　　　　　　割』一且
鋤5　　　go％　　　10脇
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グラフ15　コンピュータに対する印象
　　　　　　　眠
　　　ぜひ受験して、資格をとりたい
勉強があまり大変でなけれぱ、受験してみてもよい
　闘心はあるが、いまは畏験する気はない
拠隔1甘
　　　　　　日答無し
情報関連の国家試験について
　　　　　　人数の割合
10％　　　　　　　20％　　　　　　　30％　　　　　　　4脇 50％ 6095
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グラフ16　情報関連の国家試験について
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　　　　　　　幅
いくつかのコンピュータε語が使えるよラになりたい
布販の酋ソコン・ソフトが梗えるようになゆたい
取呼敢えず、キーボード入力ができるようになればよい
　　　　いろいろな責格をとりたい
大学における情報処理教育に対する要望
　　　　　人数の割合
5覧　　　　　　　　　1喘　　　　　　　　15％　　　　　　　　2眠　　　　　　　　蹴　　　　　　　　3隔　　　　　　　　鵠瓢　　　　　　　　4砺
システム　が　ゑるようになりたい
　∞劃
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グラフ17　大学における情報処理教育の内容に対する要望（2項目選択）
要望である。コンピュータ言語を学ぶよりは、「市販のパソコン・ソフト
が使えるようになりたい」という意見が学年によらず圧倒的に多く、約
35％を占める．「いろいろな資格を取りたい」も次に要望が多く1～2年
生では約20％弱を占める。この傾向は「経営情報科学」の場合と変わら
ない。ただし、3年生については「取り敢えず、キーボード入力ができ
るようになればよい」（29％）とか「一般的な知識のみで十分である」（11％）
という程度の消極的な目的意識の学生が見られた。「パソコンを使う能力
は就職には絶対必要だから、取り敢えず使えるようにはなっておきたい」
ということであろう。
e，　学生の意見
　アンケート用紙の、自由な形式で意見を書く欄に書かれた学生諸君の
意見を示す。まずは、講義で見たビデオの印象について、
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「表計算ソフトとワープロ開発物語」
・パソコンソフトの偉大な発明に感心しました。発明した人はすごいと
思いました。（非常に多数あり）
・人々の努力によってどんなことでもできると思った。（複数あり）
・ソフトウェアの開発に成功すると、一獲千金も夢ではないと思った。（複
数あり）
・現在世界で使用されるソフトの原型が一人の人のアイデアから形になっ
ていくのがわかって楽しかった。（複数あり）
・とても興味が持てて面白かった。（複数あり）
「インターネット時代の情報革命」
・インターネットは世界と情報交換が簡単にできる分危険も多いと思っ
た。（複数あり）
・コンピュータとしてではなく、法学としても興味があった。
・インターネットを活用したい。
・政府がソフトの普及を邪魔にしたことがあるとは、初めて知った。コ
ンピュータにもいろいろな問題点や危険があるものなのだと考えさせ
られた。
「電脳ストーカがあなたをねらう」（1997年度）
・パソコンは便利だけどコワイ面もあるんだと思い知らされた。（複数あ
り）
・家で気軽に買い物ができると思っていたが、おそろしい落とし穴があ
り、注意する必要があると思った。（多数あり）
・自分がインターネットを使う時は十分注意して使いたい。（複数あり）
「インターネット商取引の落とし穴」（1998年度）
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・インターネットに興味を持って使っていても、慎重にやらないと大変
なことになる事に気付かされた。（複数あり）
・自分もパソ通をやっているので、いろいろ気をつけていく事が分かり、
よかった。（多数あり）
・インターネットが普及するこの時代、自分の知らない所で悪用する人
たちがいる事を知った。それらの意味を含め、かなり興味も深くなり、
いい勉強になった。（多数あり）
「ビデオの中で特に興味を持ったもの、印象に残ったもの」
・電脳ストーカの内容が面白く、興味があった。（非常に多数あり）
・パソコンのソフトウェアで成功した人が印象に残った。（複数あり）
・インターネットに自分の連絡先を簡単に出してはいけないと思った。（複
数あり）
・同じくらいの年齢の若者が（ソフトを）開発している所が印象に残っ
た。（複数あり）
つぎに、「講義の内容」に関して
・非常に分かりやすく、これからパソコンを始める人にはぴったり（の
　授業）だと思う。
・全然パソコンをやった事がなかったので新鮮でした。（複数あり）
・実習をもっと多くしてほしい。（多数あり）
・将来、社会に出て働く時、必ずコンピュータを使う時が来る。その時
　に備えての少しの自信といい経験になったと思います。
・基本から教えてもらえるので、使い方のわからない人でも理解できる。
　（複数あり）
・内容は難しかったけれど、ちょっとでもわかるように授業を進めてく
　れたのでよかった。（複数あり）
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・パソコンは買わない限り、あまり接する機会がない。教えてもらった
方が分かりやすいので、役にたったと思う。（多数あり）
・自分自身驚く位コンピュータが扱えるようになったと思う。（複数あり）
・進み具合が少し早かった気がする。（複数あり）
・通年の授業にしてもらいたい。（複数あり）
「講義のレベル」に関して
・速度を落としてほしい。（複数あり）
・授業の進度が遅い。（複数あり）
・分かりやすくて良かったです。（複数あり）
・ちょうど良いが、もっと詳しくやってほしかったです。
・難しくはないが、進め方が速いので、一度とまどうとすべてが分から
なくなる。
最後に、「その他の意見」
・私の席からは、先生の説明するスクリーン画面が見ずらかったので、
　少し遅れてしまった。でも法学部生なのにパソコンに触れることがで
　き、良い経験ができて良かったです。（多数あり）
・大変楽しかったです。いろいろ便利な使い方が分かりました。（複数あ
　り）
・やりたいが、難しいと思っていたパソコンがすごく身近に感じること
　ができました。（複数あり）
・1年間やってもっと教えてもらいたいと思いました。半年ではちょっ
　と短い感じがします。（多数あり）
・非常に分かりやすい授業でした。（多数あり）
・実習を多くしてほしい。（多数あり）
・ネットワーク不正行為に対して、大学は何か対策をしているのでしょ
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うか。
・電子メールについて、もっと詳しく講義してもらいたかった。（複数あ
り）
・自分の空き時問にオープン利用しようとして、全く席が空いていない
ことがよくありました。そのため、もっとハードを増やしていただけ
ればと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上。
IV．結論
今回のアンケート調査をまとめると、以下の通りである。
1．「経営情報科学」の場合と比較すると、「講義の内容」は「インター
　ネット」の章を除いた全部の章において、法学部生の方が関心度も理
　解度も高いことがわかった。「インターネット」については普及が進み、
　もの珍しくためしに使ってみようという段階から実際にそれを使って
　何か仕事をするという段階へと変わりつつある現状を反映しているも
　のと考える。
2．法学部生は「情報倫理」に特に高い関心と理解を示した。中でも、
　3年生の理解度の高さが顕著である。
3．法学部生は「目本語ワープロ」および「表計算ソフト」の実習では
　経営学部生の場合以上に、関心度と習熟度の高さを示した。「電子メー
　ル」については十分な実習が出来なかったが、3年生は高い関心の高
　さと習熟度を示した。
4．「法学情報科学テキスト」は「経営情報科学テキスト」を法学部生用
　に書き改めたものであるが、内容の「難しさ」のレベルは減少し、分
　かりやすいテキストとなった。
5．経営学部生の場合と同様、法学部の受講生たちも、授業の内容は「役
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　にたつもの」と受け止めている。
6．授業のレベルは受講生にとって「ちょうど良」いものである。
7．大学の情報教育に求められるのは「コンピュータ言語の習得」では
　なく、「パソコンを使いこなす能力を身につける」ことである。資格を
　得たいという要望は1～2年生においては高いが、3年生ではさほど
　高くはない。
　論文1で述ぺた、「法学情報科学」の設立にあたって留意した点、つま
り、「ワープロと表計算ソフトと電子メールの実習」、「コンピュータ全般
に関する一般的な知識の教授」および「情報倫理教育の導入」について
は、全て実施し、学生の高い関心と理解度・習熟度を得ることができた。
今回の調査では、一部において、1～2年生と3年生間で、受講意識や
関心の対象の違いというべきものが見られた。したがって、将来は1～
2年生を対象とし、実習のウエイトを多くした、基礎的なコンピュータ
の科目に加えて2～3年生を対象とした、法学部独特のコンピュータ科
目（情報倫理、情報訴訟の問題、データベース等）を設置する必要があ
るように思われる。次稿では、他大学の例も参考としながら、法学部独
特のコンピュータ科目のプランを検討してみたい。
V．結論
（1）師　啓二　1999「法学部における情報教育1」『白鴎法学』
　Vo1．13、　144　（1999）
（2）師　啓二　1997「経営学部における情報教育H」『白鴎大学論集』
　Vol．11、　No．2、　103　（1997）
（3）師　啓二　1998「経営学部における情報教育IV」『白鴎大学論集』
　Vo1．12、　No．2、　27　（1998）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学経営学部教授）
